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ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）Relationship and Kindness are theKings of Peace

第７回ＲＫＫ通常総会開催

　　５月５日（木）、かながわ県民センターにおいて、

通常総会が開催されました。創立18年目を迎え、

新たなステップに向けて、留学生の新しいニーズに

対応Ｌ、活動の質的レベルアップを図り、留学生と

会員双方が喜びあえるボランティア活動を推進して

いくことが承認されました。

1）会員・憧学生のリクルートとマッチング

　・日本語支援を希望する留学生数の増加に合わせ、

　支援可能な日本人会員の増強を図ります。

・登録留学生の構成の多様化（出身国、在籍大学）

　を推進します。

・マッチングの、より一層円滑な運営を進めます。

2）留学生ニーズヘの対応

・「就活情報支援委員会」は、留学生のニーズを把握

　し、具体的な支援活動を推進します。

・環境の変化に対応し、「日本語指導グループ」は

　　「日本語支援グループ」と名称を変更します。

3）文化交流活動の推進

・昨年に続き、日本語スピーチ大会およびRKK文化

　祭を同日、同一会場で開催し、「RKKフェスティバ

　ル」として盛り上げを図ります。

・音楽鑑賞、絵画鑑賞など、会員の趣味を生かした

　留学生との文化交流の軸を広¦ずます。

【ホームページ】

http://www.world.comcan.il)/に変わりました。

The 7th Annual General Meeting Report

　　The AnnuaI General Meeting was held at Kanagawa

Kenmin Center on Thursday、 May 5. Towards a new step

in its l81h year since RKK's establishment、 we agreedto

meet new needs of intemational students、 raise the

qualitativc lcvel of our activities、and promote voluntccr

activitiesthat both students and members can share the

happiness、

1)Recnliting and matching 拓r members and intemational

　　students:

　゛WcaimtoincreasethenumberofJapanescmcmbersfor

　supporting the increasing students who desire Japanese

　support.

　・The diversincation ofthe nationalitiesand universities

　ofstudcnts willbc promotcd.

　‘NVcintcnd to achievc smoother matching･

2)Meeting needs ofstudents:

　'The committee 柘r supporting job-hunting infbrmation

　grasps needs ofstudents and conducts concrete support

　actlvltlcs、

　・lnaccordancc with thc changc of cnvironlTlcnt、thc

　Japanese Language lnstruction Group will be renamed

　the Japanese Language Support Group･

3)Promotmg cultural exchange activities:

゜Following last year、 the Japanesespeech contest and

　RKK cultural fbstivalwill be held at the same place on

　thesamedayastheRKKFestjva]to make more excited、

゜Themembersexpandthecfcleofcultufalexchangewith

　studentsthfoughtheirhobbiessuchaslisteningtomusic

　and watching paintings･(TranslatcdbyAzusaSugita)

回　回国　
お知らせ

visi!lo Kawasaki Coaslal lnd1】slriaIArea

Dale:Sepl.】5,2016(Thur.l

Meeling:9:00a.m.al jR Kawasaki Statian.

Placc: Kawasakj Zero-cmjssion lnduslrjal Complcx

andToaojlCompany･

For details,scan thjscode and find the abovc event.

Please reSjster for paiiicipation.

日本語の教え方講習会

開催場所:県民サポートセンター

LI程:

10/22(土).29(土)，11/5〔土〕，12(土)，20〔日〕

詳細はホームページ，チラシを参照下さい
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　　　　テーマは「日本文化と私」

　　　　　　　　　clCよ1そうかいL●1りょlご　ころねLIこんわかL･ 1ヽい
　５月５日のRKK通常総会終了後に、恒例の懇話会が開

きい　　り●5が4せい　　ふ4　　　さんか　　　　ご£･£

催され、留学生５人を含め43人が参加しました。懇談の

　　　　　　　　　ｌｉａｒｔｓｐａｌｃｈ　ちiうこ･くLigLん

きっかけとなるショートスピーチは、中国出身の段さ

　　Vi●tlll　　　　　　　　　にllんじんかいいん
ん、ベトナム出身のヴォーさん、そして日本人会員の岩科

フて７-‾‾’¦「

さん、石村さん、岩瀬さんに、それぞれご自分のご体験、お考えをお話していただきました。その後は、６つの

テーブルに別れて、茶菓子一飲み物をいただきながらの歓談で、約2時間の楽しいRKK 懇話会でした。

　ll｡弓Sくiilか1111A I 鐸ｒｉｌ●　ｐｊＦ４ｙ　ｆ蓼量感-Z7〃ふ･ｸW一デ､ﾀﾞ’　　　　　　　　　　南地区古谷清子

　５月13日、弘明寺の留学生会館からスプリング・バーティーヘのご招待をいただき、RKKから３名が

L●9悛●　　　　ｊｏ椚・１１０ｈｅｌ　　　かん¦まLI　　Iご睦んご　ｉいご咆●1ご4ご　al・nl・h　●an●0111n
出席しました。ノンアルコール飲み物で乾杯の後、日本語・英語・中国語・スペイン語・モンゴル語など

多言語が飛び交う中、３０畳ほどの会場は、留学生やそのご家族などで立錐の余地もないほど混み合い、

参加者がそれぞれに交流を楽しみました。留学生の皆さんの日本での生活が有意義なものになるよう

一層の支援をしたいと、思いを新たにしたひと時でした
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横浜市立大学の留学生新入生歓迎会に参加して

　横浜市立大学の新入留学生歓迎会（５月１０日､同大

学内食堂）に初めて参加Ｌました。このたびは、金沢

国際交流ラウンジポランティア会からご案内をいた

だき、ＲＫＫからは津田、羽川、岩瀬の各氏およぴ小

生が参加しました。主催は当大学の留学生会で、参加

者は留学生〔２０人強〕、日本人学生（約５０人）、お

よぴボランティア団体（金沢国際交流ラウンジポラン

ティア会とＲＫＫ）でした。横浜市大の在籍留学生数

はおよそＩＯＯ人とのことです。この歓迎会では



S5Lliけいlt・li Garllly Ff●nasとう　　　Di･4て自　劃一　み　　　　　　　　　ちs弓ごく7h●ilsd U 11 1 d s欧州系（イタリア、ドイツ、フランス等）学生が比較的に多く見られました。もちろん、中国、タイ、ウガンダ

等の留学生もおり、彼らとも懇談できました。歓迎会には、副学長、担当の事務方も参加され、当大学の留学

生について伺うことができました。私共参加者はそれぞれが留学生と懇談し、ＲＫＫが留学生のためにどの

　　L皇ん　　　　　　　　健･･い　　　　　　　　　　SLi9ょILe　　こんご　ｌｖ●ｎｔような支援をし、交流するか等を説明しました。また、留学生会代表者には、今後、イベント等ＲＫＫの案内

をすることにしました。（漏水記）

　i

　　‾　　　機謨地区中国留学生新入生壁退会

　　　　　　　が4ゆ1かいLIき1s　　　　　　Lλ登い　　　　　　　　　かなかわかんこ4かt･か£かいきい横浜地区中国留学生学友会主催の「中国留学生新生歓迎会」が４月２０日、4亀奈川韓国会館で開催されまし

　　　　　　　　　　　　こlり綸i　す曹　li　1｛た。ＲＫＫとして留学生との交流を進める上で､特にこれからの

交流・貧i･｡あａ新ｘ圭。Ｗｗや交流。きっｶヽ､tを砧1すｉこ≒2ぷ6ol.1みJ･J1弗多老叫1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

ために、
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援護会、留学生学生の就職支援企業、それとＲＫＫでした。当μ･iJ’　　　　　　　　　　　9=、

中国留学生学友会は、その後の報告によると、歓迎会時の募金を熊本地震に日本福廸経済文化促進会横浜分会

を通して寄付したとのことでした。（深水記）

留学生と語り合う会(RKK)のホームベージURLが変わりました。

　　　新URL hffp:/ /rkk.world.coocan.Jp/

お気に入り９とに登録されている方は、変更をお願いします。

旧アドレス捗､９月Ｚ９日でサービスを終了し参すのでご注意ください。
冒

【広報委員会】

尚）Ｑ　日　本　語　指　導

こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北地区笹本文

　RKKのメンバーに加えていただき、今年で4年目に入りました。以前、初心者向けの日本語
きふろLよ1僧いごろざ　C嘩こl　riいltん　　　　　　Ｌどｌ　　●ｈｔｔｐ://www.い

教師養成講座を受講した経験があり、日本語指導にもエントリーしたのですが、実際に

１●●ａｏｉ　ｌまC　　　　　　　　　　　ll1ん如(　iz　　　　　　　lfんぎいをん1i

レッスンが始まってみると、そんな経験は殆ど役に立ちませんでした。現在担当させてい

　　　　　　　　かんこ4　　IJ●う1'4僧L･　　　　ち咄9ご4　ふ１り　Ｓｐａｌｌ　　　　　　　す･

ただいている韓国からの留学生をはLこめ、中国のお二人、スペインの留学生、みなさん既

　　　　　　　まな　　　a'4替い　　　　Dりよろ　　ごじ●914

1まつ1&　SL　skill

に日本語を学んでいる学生さんであり、必要なのは五十音の発音から教えるスキルではなか

ったのです。助詞の使い方や細かいニュアンスなどを論理的に説明するのは本当に大変で、日本語の佃』文を

を１ｉ　　　　　　　えいご9よllょろ　ｌｓｌｔｕ・１　４Ｌ　　　　　　ＬＪかい　　　　　　Ｌく¦ま・（多用したり、中国語や英語、表情やジェスチャーを駆使して、なんとか理解してもらおうと四苦八苦。私で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－



いいのかなと、落ち込んだこともありました。ただ、私たちの役割は単に日本語を指導することだけではな

いとも感じています。時々、日本人の考え方、文化や習慣などについて訊かれることがあります。全てに答

えられる訳ではありませんが、色々なことに敏感になり、今の日本を伝えられる存在でありたいと思います。

１９圭の娘と話す感覚で、恋の話やお友違の話に花を咲かせたり、これからも、何でも気軽に話せるお姉さ

ん（図々しい？）となって、楽しかった記憶の1ページに残るような授業を心がけていきたいと思っていま

す。

　助会　のみなさまへ：ご支　ありがとうございます。

　　　　　　　　周　亜萍（敬称略）

新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

　　　相川美智子（鶴見区）小林佩一（鎌倉市）、

　　　斎藤美恵子（旭区）、高林信子（川崎市）（敬称略）
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　・xの活濤だ鳶一差恙｀斧右ｓ芳な冷－ぶページ差ごｰ心at£1.

入会申込書はホームページ｢入会案内｣からダウンロードできます。

　　　　　詳しくはURLxhttp://rkkw｡Md.｡｡o｡anjp/)
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　こ　あ　じろ　　もりさんさく
小網代の森散策
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陳琳　横浜市立大学大学院(中国)

　2016年６月19日、RKKが主催した｢初夏の小網代の森散策｣に参加させていただきました。小網代の森は

三浦半島の先端にある、アカテガニなどの希少種を含む数多＜の動植物が生息していると言われていま

以前、日本語の先生楠山先生と一回三浦半島に行ったことがありま

　したが、小網代の森は初めて、一体どのような場所なのか、力二の

ダンスはどんな感じなのか、わくわくしながら9時

頃RKKの先生方と合流して、先ず小網代の森のア

カデガニ広場に向かいました。森の中心にある散

策路を通って、森林から干潟へと続く自然の移り変わりを楽しみつつ、たくさんの生き

物に出会いました、癒しのひとときになりました。森に囲まれたところを抜けて、視界

が開けた場所に出た。海辺から谷へ入ってい＜途中、きれいな小道が、源流のてっぺん

から河口まで通っています。さっそく童心に戻って干潟で力二探しを始めた。干潟周辺

　　　　　　　　　　　　　　　－４－



ではたくさんの力二が生息していて力二のアパーﾄのようでした。写真を撮ろうと思ったが、警戒心が強く

少し近づいただけでアナの中に隠れてしまう。足音などとか手を動かしただけでも素早く逃げます。でも、

に入って2-3分間、また出てきます。

チゴガニは、みんな仲良く同じ方向を向いてバンザーイ！バンザーイ！叫んでるようにみえました。はじめ

　にこの光景を見た瞬間、本当にぴっくりしました。後で楠山先生に教えていただきました、これはこの

時期だけ見られる雄が雌に対する求愛行動です。オスが背伸ぴをして両方のはさみをひたすら振り下ろす

wavingが、メスに対するアピールですが、その仕草はダンスより、早くこっちにおいでのあいずではないか

と思います。また、初めて鎧に歩く力二も発見し、力二以外に普段見ないような生きものもたくさん、その

多様性に本当に鷺きました。ここの自然は、生物たちが暮らす大事な世界で、人類の貴重な財産であること

が分かってきました。そうやって11時頃まで、干潟周辺で力二たちを鰻察した後、皆はえのきテラスに戻っ

て休憩に入りました。大自然に囲まれて、木陰の下を吹き抜ける心地良い風の中で、皆は食ぺながら話し合

い、楽しい時間を過ごしました。帰り道は階段を登って、さっきまで海にいたと思ったのに、小道をちょっ

と歩くと、もう一気に山の中。森の特有な空気を感じ、自然の姿がそのまま残った場所なんだ！と、改めて

実感しました。このように森の様子を見ながら歩くと、時間が経つのもあっという間です。行く前に、予備

知識ゼロの私ですが、RKKの先生方についていて、海をながめ、湿原を歩き、森へと入りながら、先生方と

話し合い、色んな事を教えていただきました、狭い視野が一気に広くなりました。今回の小網代の森散策に

参加出来て、自然の魅力に溢れる小網代の素晴らしさを体感できて、本当によかったと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔原文のまま〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀｡●j

心配していた天気は朝から晴れ。その後薄曇りに変わり暑い初夏としては絶好の行楽日和とな　t9

りました。小網代の森の散策で最も人気が高い「力二のダンス」を見るために干潮時間に合わせ　Ｊ

て早起きをし、散策のコースも干潟に近い「シーボニア入口」からの逆コースから入りました。　’

現地に到着すると干潟は沖合まで潮が引き、力二の観察ポイントに到着し一歩足を踏み入れると可愛い「チゴ

ガニ」達がさっそく「力二のダンス」で出迎えてくれました。

力二の観察を終え、「えのきテラス」で各自持参の昼食を摂った後、草木が生い茂る森の中を通り「引橋」の

バス停で解散しましたが､一部の方にとって帰りの上りのコースはちょっときつかったようで、お疲れ様でし

た。帰宅して、午後７時３０分からの「NHKのダーウインが来た！」では、＜しくも東京湾（木更津）のチゴ

ガニのダンスを放送していてご覧になった方もあると思います。（社会一工場見学G.山口　記）

催行日はあいにくの雨にもかかわらず60名近くの方に参加いただき

楽しい七夕会を開くことが出できました。留学生にとって日本の楽し

い思い出になれぱと願っています。ご都合のつかなかった方４には次

回はぜひ参加していただけれぱと存じます。

(文化・ファミリー交流G.徳屋記)



浴衣と伝説にふれあい祭り
　　　　　　　　　　　こ　11りけいよこ¦ま嘘こくIJつtgLIか（名aご4
　　　　　　　　　　　胡啓里横浜国立大学（1i国）

　71･り9lzちRKK　みなきｰ　りilSく廿い　　い9Lよ　Uらつ1･たalSたまつり
　7月9日RKKの皆様や留学生たちと一緒に平塚の七夕祭り

を楽しみました。

　私は早めに会場について、すぐに浴衣に着替えまＬた。

　　　　l｀邑（ろ島迦　（&　Lよ4　畠iい　ｌん（　曹いろ　島か浴衣の色は黒、青などの暗い色、或はピンク、黄色の明る

い色の２種類に分けられています｡模様は大きい花のほうが

普通です。私は黒ベースの紫の花柄の浴衣を選びまＬた。

いつもピンク好きの私にとってちょっと珍しいです。そＬ

て、ちょうど着付けのお姉さんがその浴衣の持ち主で、専用

の帯も着つけしてくれました。本当にとてもきれいな花の形ができました。

－-
力霖pl

l.　　　　　　　　_　‥_　--‥｀　.こ..

　七夕祭りの由来を語り合う時､私は中国の七

夕の話を紹介しました。日本では「織姫と彦星」

の物語で、中国は同じく「織姫と牛郎」の物語

があります。織姫は天帝の娘で、牛郎と結婚し

ました。しかし、天帝が二人を天の川を隔てて

引き離して､一年一度､７月フ日だけ会うことが

できます。それは、天の川にカササギが橋をか

けてくれるおかげです。中国では、旧暦の７月

７日が七夕なので、毎年違います。今年は８月９日です。日本

　　　たんざく　ねが　　　か　ささだけかざ　　　ふうしゆうでは､短冊に願いごとを書き笹竹に飾ることが風習です。中国

では､古い時は細やかなこころと器用な手先、良縁が得られる

ように織姫を祭ります。だから、｢乞巧寞｣、器用になることを

願う意味という名称もあります。

　その日ちょっと雨で、私たちは傘を差しながら、祭りを見ま

　　　　　　　　　　　　　きれい　GOI｡｢fUI　かぜした。七夕飾りは本当に綺麗で、カラフルで、風になびいてい

ました。浴衣の色と傘、飾りの色はよく似合っています。浴衣

を着て友達と一緒に夏の祭りで楽しむことは一つの夢でした。

それを叶えてくれたRKKの皆様に感謝いたします。（原文のまま）

RKKとの5年間 Yinmin PaPa 横浜国立大学OB(ミャンマー)

　ミャンマーから参りましたインミンパパと申します。今年２０１６年３月に横浜国立大学情報メディア

専攻、博士課程を卒業して現在日本で就職し４月から社会人としてスタートしあっという間に３か月が

たちました。今回はRKKに在籍した５年間の思い出をスナップ写真を交え握り返ってみたいと思います。



初めての原Xとの出金い

　２０１１年４月留学生として日本に参りました。当時私の日本語レベルはほぽゼロでした。

コミュニケーションもあまり出来ず日本人の友達はなかなかできず寮と大学の往復中心の留学生と日本

の中で小さな世界の中で過ごしました。でも、せっかく日本にいるのだからに日本語は勉強したい。日本の

こともっと知りたい。日本人の優しさをもっと理解し触れ合いたい。そういう思いでRKKの仲間に参加し

ました｡RKKのグループでは荒井先生には修士課程入学時の２０１１年から今年横浜国立大学の博士卒業ま

での５年間お世話になりました。先生は私の日本でのお父さんのような存在です。５年間毎週土曜日、雨

の日も里の日も相変わらず日本語を教えてくれた先生に心から感謝しております。この５年間でRKKの仲

間と先生のおか1すで本当の日本を体感することが出来ました。私が体感、軽験した日本を以下のRKKとの

思い出の写真で説明したいと思います。

　　　　ぶんか日本の文化

　　　　　　　　　　　　　　　ｆ趙ｍｉｌＳ　　こん健L･JIつ　ま　ずＬ　日本の文化を体感はRKKファミリーの家で人生初の巻き寿司

を作って３月のお雛祭り、七夕のお祭り見学、おはじきや折り

紙紙芝居なども楽しみました。先生のお家におじやましてお

正月の美味しいお維煮とおせち料理をいただきました｡先生の

ご家族とー緒にすき焼きに挑戦、最高のすき焼きでした。たまには横浜駅近くにあ

る色々なお店に行って日本の食事の食べてみたり､お寿司屋の湯呑みで魚の名前を

覚えたりもしました。

β凛瀞ﾇどーデオ鳶

　第８回RKK主催の日本語スピーチ大会出場の強制に参加しました。スピーチ後

　　　　　　　　　ごず　　　はな　　　　　かし　とど　　　　　やさRKKファミリーの牛頭さんから花のブーケとお菓子が届きました。人の優しさを感じ

　　　　　ごず　　　　　ほんとぅました。牛頭さんあの時は本当にありがとうございました。

肺凄jrとミャンマーの蔵前

家族から離れた留学生と

しての生活はいい経験で

したが辛い時もいっぱい

ありました。そんな私を

見守りサポート戴いた

先生ご夫妻との出会いは

　　　　ｌｕｃｋｙ本当にラッキーでした。

毎週土曜日の授業で日本語、日本での生活、就活、人生えのアドバイス

ど様々な話を聞いていろいろ耳からも学ぴました。修士と博士の卒業式、

秋の鎌倉大仏と紅葉見物にミャンマーの父と母が初来日した時、温か＜サポートしてくれましたRKKファ

ミリー会員の皆さん本当にありがとうございました。これからも宜しくお願い致します。

(原文のまま)



惣好！我是刻撞波。

非常感傷惚弦公差吋¦同以来刻我的荊

励。

　　　　　　劉　建波横浜国立大学OB(中国)

こんにちは！　私は劉建波です。

日本に留学中の長い間、ご支援いただき非常に感謝し

ています。先生が中国語を学習していたようなので、

得勧懲在学月収硝，今天我埋没洒姶懲　今日ヽ私は中国語でメールを書きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一一
写迭封印件。

対惣来悦也許是恨容易看僅的

也当倣一次簡単的汲退学司杷。

是的，青島也感受到了春天的『息，

我家田合上盆栽的藍葦，己経即将盛冊了。

回記起在日本留学的吋光，我也恨感謝RKK的老揮絹，

正是向作ｨﾛ這祥有恨多友好友善的日本友人

不収拾我ｨﾛ中国留学生提供免費的日悟教学

汪帯領我絹参双学司日本企並的先斑科技

我非常想代表我ｨﾛ這些回到中国的留学生

向作絹表示感謝和敬意。

星然我ｨ[]回到了中国，

但是我絹不会忘畑作絹的友好善奉。

也在不断的向自己身辺的中国人

併授一令自己休会到的友好的日本人民。

特別是我的工作中毎次遇到中国的坏境¦司題吋

周圃的人絹就回我。

是不是日本的坏境状況恨好？我回答是的。

這正是中国要向日本学司的―奎方面。

我也特別希望能侈有机会

和日本的企並或者其他机拘合作牙展―些坏保方面的項

目。

因１，人委只有一令地球i念々地球的生恣坏境

需要全球各ｔ国家共同治理。

最后，再次感傷惚和全体RKK的老師罰。

弁且祝福惣罰新春快采！身体健康！万事如意！

傷傷。

先生には、もしかしたら容易に理解できるのではない

かと思います。簡単な中国語の勉強だと思って読んで

みてください。

そうです、青島も春の息吹が感じられるようになりま

した。私の家のベラ1ノダにあるづランターのづJしーペ

リーも間もなく満闇になります。

日本に留学した月日を想い起こすとき、私もＲＫＫの

先生がたにとても感謝しています。

正に貴方がたのような多くの友好的で善意の日本の友

人がいて、我々中国からの留学生に無情で日本語を教

えだけでなく、さらに、我々を日本企業の先進科学技

術の見学に連れて行っていただきました。

私はこれらの中国に掃った留学生を代表して、皆様に

感謝と敬意の気持ちを衰したいと思います。

私たちは中国に帰りましたが、しかし、皆様の友好と

善意を忘れることができません。

私の周りの中国人に対して。いつも自分自身が実感し

た鎖切な日本人がいることを伝えています。

特に私の仕事の中で毎回中国の環境問題に当面する時

屈りの人たちは私に聞きます。

日本の環境状況は良いですよね？

私はそうですよと答えています。

これは正に中国が日本に対して学ぶべき一面です。

私も特に日本企業或いはその他の機関が協力して、

少Ｌでも環境保全の問題に取り組む機会ができること

を望みます。

何故なら、人麺が住めるのはこの地球しかありません

し、この地球の生態系環境は、全地球の各国家が共同

管理する必要があるからです。

最後に、もう一度、ＲＫＫの先生がたに感謝を申し上

¦すます。

また、新春を迎え、皆様の健康と幸せを翻っておりま

す。

ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　(日本語訳段毅琳)
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£泰彦最低7/4/jか62∂/4/7までリ

匯雍回護蓑玉髄画

　◇5/5サポートセンターにて、午前は理事会、午後は笛７回通常総会が開かれ、2016年度の事業計画、

　　役員の退任及び新任・再任などが承認された。引き続き開催された「懇話会」には「日本文化と私」

　　をテーマとして、総勢43人の参加のもと、情報・意見交換がなされた。

巨万§三元腿

　◇6/26午後、サポートセンターR711にて21人のスタッフの参加のもと、2016年度第１回スタッフミーティ

　　ングが行われ、本年度のスタッフ体制、役員体制を確認した。その後、恒例の活動グループ、地区交流会、委

　　貴会それぞれから、本年度年間計画を主体にC&C〔報告・連絡そして相談〕が実施された。

隨西三回

　◇日本語支援Ｇ：スタッフ10人体制となり、講習会、スピーチ大会など年間イベントを企画中。

　◇文化・ファミリー交流G:囲碁交流を開始。7/9の湘南ひらつか七夕まつりには60人が参加。

　◇中国語学習Ｇ：６月に中国桂林への研修旅行を実施。13人のメンバーが参加。

　◇社会一工場見学6:6/19小網代の森を散策。25人が参加。

阿蘇願

　◇東地区：慶応大学留学生宿舎にてリクルーﾄ展開。7/10に交流会を実施。

　◇西地区:4/24の交流会には21人が参加。次回は7ﾉ31を予定。

　◇南地区:5/13楠国大留学生会館でのスプリングパー予ィーに参加。6 /12に地区交流会を実施。

　〈〉北地区:7/23に地区交流会を「みなくる」で実施。

　◇中央地区:6/12に留学生を招待し地区交流会を実施。12人参加。

　◇瑚南地区:6/10に新入会員を含め９人で交流会を実施。

匪面

　◇!i員委員会:6/26マッチング検討会を実施。「日本語指導」から「日本語支援」への表記変更。

　◇広報委員会:RKKニュース64号の樋集。ホームページはプロバイダーと契約手続き。

　〈〉就活情報支援委員会:6/9に委員会を開催。個学生の就活状況謨査。

　◇企画委員会：夢ファンド、寄附、賛助会員入会の推進。

　◇会計委員会：収支決算一事集計画予算作成。入金連絡シス予ムの改善。

　◇事務室：事業計画一議案書作成・総会開催。NPO事業報告書の作成と描出。「しおり」の編集。

　゛゜゛……………f･I･･･rなぷ･-｡-;ヽ……,.y,………’｡｡:.I.･･

横浜市には，ボランティア団体の支援を目的としだよこはま夢ファンド｀’Iの

制度があることをご存知でＬょうか。

このファンドを通じてＲＫＫの留学生支援活動を支援して頂けます。

ご協力をお願いします。

税制上の優遇措置など詳細は「よこはま夢ファンド」で検索して

当鮪のホームページをご覧ください。（企画委員会）
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留李生の皆さんへ/For lntemational Students

Let’sjoin one-to-one Japanese language teaching plx〕gram by volunteers.

　　　・日常会話（DailyConversalion）　･ビジネス会話（RusinessConversatioTI）

　　　･卒論、レポートの文書指導（Wriling Japanese Thesis＆Report）

　　　･新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Books）

　　　・日本語能力試験（Japanese Languge ProficiencyTcst）

　　　･就職活動（Job Hunting・Entry shcelsﾉlnterviews）

　Enjoy vjsitingplants/laboratoriesand participalingin various cultural exchanges.
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

　留学生から就活の話題が出ていませんか？６月１日の選考解

禁日を過ぎて面接と試験が開始され、2017年４月入社の内々定

が多く出されています（6月末時点で65.3%）。

2017年４見入社の就活大学生の内々定状況

　内々鋒年度塊翁　　＝¦聯4-岫¦肘中¦叫

あJlp/ゝlljにｑｈｔｔp:/／www..9xlvj7ｰQ.go.jp/○

内Ｓ．。暫脱-IS　　゛｀“゛'゛゛‘｀‘゛ミ゛゛ミj゛゛。

　　留学生に希望が多い大企業の就活は８月までが主要期間と言・　　　　　　　:こ

われ、中堅・中小の企業は７月以降に積極的になると予測されて::Tj…………………………………J…………j………

います。秋入学の個学生を含めて、このようなスケ　ュールを見is/

込んだ語り合いがあると良いように思います。　　　　　　　≒lj｀　2018年４月入社予定の就活生に対するインターンシッブ活動

も既に始まっています。大学３年、修士１年の留学生はこの動き　引用

に合わせて早めに活動を始めると良いでしょう。
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一16.7.5発表）

　就職希望の留学生には日本の就職システム（スケジュール）の理解を手助けすることが先ず必要です。留

学生との語り合いの中での就活支援は自己分析、エントリーシート、面接だけでなく、人生設計やキャリアア

ップとしての就活の話題も多くあります｡就活話題への情報不足や､相談内容への不安がありましたら委員が

情報サポート致しますので、お気軽に声をおかけください。

　　　　　　　　「laにん　Uilかくせい　かを　為　かt･　　　　　　NPO法人　留学生と語り合う会

１‘ｗ’虻〒245.0oo8横浜市泉区弥生台9-1-12-4071£11 1
冒

　　Ｅ　メ　ール:rkk1025office@yahoo.co.jp　Tel＆Fax 045-813-8a27

　　ホームページ:http://www.world.comcan.jp/

Friendship AssoGiation for lnternational StudBnts and Japanese Volunt8ers

　　　　RKKニュース編集:RKK広報委員会夏号担当　西岡誉富　July,26,2016
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